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厳しい環境の中でそれぞれが生き抜く工

夫をしている植物たち。　Yell では、元岩

瀬農業高等学校教諭の佐久間辰一先生

からお話を伺い、植物が持っている秘密か

ら、リーダーシップ論など志事にも通じるエ

ピソードを紹介します。

　９月中旬、お彼岸の頃になると畦道など
に立ち並ぶ真っ赤な花。日本でも馴染み深
い花、彼岸花。ヒガンバナ科ヒガンバナ属
の多年草の植物です。
　この花の持つ秘密を佐久間先生が教えて
下さいました。「彼岸花はいつ光合成をし
ているか分かりますか？」普通に考える
と、他の植物と同じように花が咲いている
時期が思い浮かびます。
　しかし、咲いている彼岸花をよく見てみ
ると、地面から茎が一直線に伸びて花がつ
いているだけ。枝や葉は見つかりません。
一般的に植物として必要なエネルギーを作
る光合成は、葉にある葉緑体を中心に行な
われます。花の咲く時期に、葉が無い彼岸
花。どうやら花の時期とは異なる時期に光
合成を行っているようです。

■光合成の時期は？

■生き方選び
　佐久間先生が驚きの答えを教えてくれまし
た。その時期は、なんと冬。赤い花もすっか
り落ち、周りの植物もすっかり枯れた晩秋。
　彼岸花は、株の中心から、線のように細い
葉を放射線状に伸ばしていきます。この時、

を広げます。これは、効率よく光合成を行う
ためで、生まれたエネルギーは地中の球根に
蓄えられます。他の植物が葉を出す春になる
とその葉は枯れてしまい、秋になって、よう
やく赤い花が咲き誇ります。

ほっ と コラム

田村市大越町でひまわりを活用
した地域おこしに取り組む「牧野
ひまわりの会」会長。毎年８月１
５日に行なわれれる「ひまわり
フェスティバル」には、地元のお
祭りにも関わらず全国から人び
とが集うイベントになっている。
平成２６年３月まで福島県立岩
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佐久間 辰一さん佐久間 辰一さん

瀬農業高等学校で教 をとられ、定年退職後は、奥さ
んと二人三脚で、農業をすすめ、東北の地で南国の果
物「パッションフルーツ」の路地栽培に成功。知恵と工
夫で様々な野菜、果物の栽培に挑戦し、誰もが憧れる
「楽しい農業」を進めている。
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　さて、なぜ彼岸花はわざわざ寒い冬の時期に光
合成を行うのでしょうか？ここに、彼岸花をはじ
めとする植物の生き残るための秘密が隠されてい
ました。

　夏。植物たちは、背丈を大きく伸ばそうとしま
す。他の植物よりも背を大きくすることで、多く
の太陽の光を得ようとするのです。しかし、彼岸
花は元々背の低い植物で、夏に茎や葉を伸ばして
も、他の背の高い植物の影となってしまいます。
これでは、光合成をすることができず、花を咲か
せるエネルギーもなくなってしまうのです。そこ
で彼岸花は、あえて他の植物が選ばない時期に光
合成をすることを選択しました。

　「もちろん他の植物がいない冬で生き抜くため
の工夫を彼岸花はしているんです。」佐久間先生
が教えてくださったのは、葉の生え方。地面近く
に這わせるようにつけることで、寒さから身を守

ることができるそうです。

　「植物は争わない生き方をしている。会社や人
もそうできれば良い。」と佐久間先生。
　同じ場所で、同じことをするのではなく、人び
とのお役立ちを考えて「志事」をしていくこと。
そして、違うことを行ったときに生まれる壁を乗
り越える工夫を考えること。会社の経営にも通じ
る道を植物から教えて頂いています。

■彼岸花に学ぶ企業経営

創業から5年間お世話になったコラッセふくしまを卒業創業から5年間お世話になったコラッセふくしまを卒業

させて頂き、事務所の引越しをいたしました。させて頂き、事務所の引越しをいたしました。

新事務所での四季を感じるほっこりシーンをご紹介させ新事務所での四季を感じるほっこりシーンをご紹介させ

て頂きます。て頂きます。

■こけだま

　「ぼんさいやあべ」さんで作らせて頂いた弊社のこけだま。四季

折々の顔を見せてくれます。こけだまも、可愛らしい花を開き、紅

く色づく葉が秋を彩ってくれていました。

　日々植物や自然の神秘に触れ、気づかせて頂いています。

■ひまわり

　春にはCSR部門活動（福島ひまわり里親プロジェク

ト）での全国の里親さんに贈って頂いた絆の種を、

スタッフみんなで植えさせて頂き、夏にはかわいら

しい花をつけてくれました。

　毎日の水やりで成長する様子に、里親さんの想い

のひまわりが咲き誇る日を楽しみにスタッフ一同毎

日元気を頂きました^^

■自然な香り溢れるお庭

　お庭から入ることができるアットホームな入口のドアは、スタッ

フ皆で、柿墨で塗装させて頂き、自然の香りがいっぱいです。そこ

に毎朝小さな赤い花を見せてくれるアサガオと、ぷっくりとした実

をつけている風船かずら。名前のとおり風船のようにぷくっとして

いて種には、なんとハートの模様が入っているのを発見です。風船

かずらには幸せがつまっていました。♡
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事務所を事務所を

移転しました！
移転しました！

インターンの学生さんが 学びに来てくれました！インターンの学生さんが 学びに来てくれました！

 　私はこの5日間で自分の固定観念が変わりました。

　「働く」ということは、繰り返し同じ作業をし、生きるためにお金を

頂くだけのイメージでした。それまでの私は、将来この停滞している自

分を想像するのが苦痛でした。

　しかし違いました。5日間を通じて、モノの見方を実践しながら学

び、考え方を変えただけで自然と笑顔も出るようになりました。考え方

を変えることで、自己成長ができる。そして、自ら行動することで人が

笑顔になってくれることってなんて素敵なことだろう。大切なことを学

ばせていただき感謝しています。 

桜の聖母短期大学　宗像成美さん

９月、地元の短期大学の学生さんが、採用と教育研究所に職業体験にいらっしゃいました。
短い時間でしたが、お志事を通してたくさんのことを学んでくださいました。
学生さんの感想をご覧ください。
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半田 真仁（はんだ しんじ）
「採用と教育研究所」 所長
企業、自治体等の採用と教育を手がける。福島の
企業を中心に、いい会社を目的に「仁財育成」の
サポーターとして定評がある。

で幅広く人気で全国を駆け回る。

発行 /採用と教育研究所   

TEL 024-529-5153

FAX 024-529-5794

E-Mail : info@saiyoutokyouiku.com

HP : http://www.saiyoutokyouiku.com
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ほっ と コラム
　我が家の庭先や採用と教育事務所では今
年、ひまわりを育させて頂きました。全国
の皆さんが育てて下さった日本と福島を種
の御縁で紡がれた“思いやり”のひまわりで
す。花を育てるのは小学校の授業ぶり懐か
しい気持ちになりました。見るのと育てる
のでは全く異なり、同じひまわりでもとて
も可愛らしく、愛おしいというか我が子の
ようにと言いますかとても幸せな気持ちに
させて頂きました。
　さて、ひまわりの花が満開になろうとい
う日のことです。早朝、花が開き始めてい
たので、夜には満開になっているだろうと
わくわくしながら帰宅しました。すると、
そこにあったはずの満開のひまわりがな
い…。次の日も満開の花がつきましたが、
また消えてしまっている。次の日も次の日
も…　花が咲くと、必ずそのひまわりが消
えてしまうのです。
　この不思議な出来事の答えを、ある朝、
お隣に住んでいらっしゃるご婦人に教えて
頂きました。実は、そのご婦人がひまわり
の花を大切に摘んでいかれていたとの事。

　お話をお伺いすると、ご婦人は、「飯舘
村」の方。３・１１をきかっけに、福島市
に避難。刈り取った全国の皆さんのひまわ
りはというと、旦那さんのご仏前に備えて
くださったそうです。旦那さんが大好き
だった花。福島市の街中ではなかなか飯舘
村のような大自然をとはいきませんが、せ
めてもとひまわりを旦那さんにお供えをさ
れていました。息子さんは、故郷を毎晩パ
トロールされているそうで、あと一年半後
の帰郷を願われていました。
　その日も、朝満開だったひまわりがまた
一つ無くなっていました。今頃は、ご仏前
に大切に備えられているのだろう、お二人
が一緒にひまわりのお花見をされているの
だろうと思うと、なんだか心が温かくなり
ました。
　花を通して心のつながりが生まれゆく
「花笑み」。今号で取り上げさせていただ
きました、自然や花の魅力は「学び」だけ
ではなくわれわれの心に力をくれる大切な
地球のお友達ですね。よかったら職場でも
ちょっとした花を育ててみませんか？花笑
み満開になるかも。（半田 真仁）


